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本号では、『風を観る』(2001 毎日新聞社)を取り上げました。初出は、『季刊 歴史と文学』第15巻(1976年秋

号)～第26巻(1979年夏号)、第29巻(1980年春号)です。下に紹介した同著「あとがき」にあるように、学者や作家

を念頭に書いたエッセイなので相当、気合いが入っています。 （編集委員 橘雄三）

い
つ
の
ま
に
か
私
は
喜
寿
を
す
ぎ
た
。
今
思

い
返
し
て
み
る
と
、
知
力
が
円
熟
の
域
に
達
し
、

体
力
も
ま
だ
衰
え
を
そ
れ
ほ
ど
か
ん
じ
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
五
十
代
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
仕
事
も
余
裕
を
も
っ
て
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

満
五
十
歳
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
四
年
で

あ
り
、
こ
の
年
の
一
月
に
は
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

に
『
小
説
十
八
史
略
』
の
連
載
を
開
始
し
た
。

同
時
に
『
週
刊
朝
日
』
と
『
週
刊
読
売
』
に
も
、

一
月
号
か
ら
小
説
を
連
載
し
て
い
る
。
月
刊
誌

の
『
オ
ー
ル
讀
物
』
に
『
秘
本
三
国
志
』
を
連

載
し
は
じ
め
た
の
も
、
こ
の
年
の
一
月
号
か
ら

だ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
年
の
九
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
、
中
国
各
地
を
四
十
数
日
に
わ
た
っ
て

旅
行
し
て
い
る
。
旅
行
中
は
一
切
原
稿
を
書
い

て
い
な
い
。
十
一
月
か
ら
始
ま
る
新
聞
小
説

『
旋
風
に
告
げ
よ
』
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
我
な
が
ら
よ
く
も
こ
ん
な
に
仕
事
を

し
た
も
の
だ
と
驚
く
ば
か
り
だ
。
し
か
も
、
仕

事
を
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
考

え
て
み
る
と
、
適
当
に
遊
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

遊
ぶ
と
い
っ
て
も
、
仕
事
が
ら
み
で
、
京
都

へ
よ
く
行
っ
た
。
仲
間
と
集
ま
っ
て
、
座
談
会

の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
。
奈
良
本
辰
也
、
会
田

雄
次
、
原
田
伴
彦
、
邦
光
史
郎
の
諸
氏
と
「
歴

史
と
文
学
の
会
」
と
い
う
会
を
つ
く
り
、
の
ち

に
は
辻
邦
生
、
山
崎
正
和
、
野
口
武
彦
た
ち
も

参
加
し
た
よ
う
に
思
う
。

定
期
的
に
集
ま
る
の
は
年
に
四
度
で
、
そ
れ

を
記
録
し
た
り
同
人
の
文
章
を
載
せ
た
り
す
る

『
歴
史
と
文
学
』
と
い
う
季
刊
誌
が
あ
っ
た
。

季
刊
誌
の
版
元
は
、
三
一
書
房
、
講
談
社
、
平

凡
社
と
転
々
と
し
た
。
座
談
会
は
た
い
て
い
京

都
で
、
お
も
に
祇
園
な
の
で
会
の
あ
と
の
料
理

や
酒
が
た
の
し
み
で
あ
っ
た
。

季
刊
誌
と
い
う
べ
き
か
同
人
誌
と
い
う
べ
き

か
わ
か
ら
な
い
が
、
『
歴
史
と
文
学
』
は
、
い

わ
ゆ
る
商
業
誌
で
は
な
い
の
で
、
売
れ
る
と
い

う
こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
よ
か
っ
た
。
中
国
を

舞
台
に
し
た
小
説
は
、
日
本
で
は
早
く
か
ら
市

民
権
を
得
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
も
の
、
と
く
に

長
篇
は
出
版
社
で
も
か
ん
た
ん
に
ひ
き
う
け
な

い
と
思
え
た
。
そ
れ
で
私
は
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル

朝
衰
亡
の
歴
史
を
『
歴
史
と
文
学
』
に
連
載
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
を
一
冊
に
ま
と
め
た
の

が
『
イ
ン
ド
三
国
志
』
で
一
九
八
四
年
に
平
凡

社
か
ら
出
た
。
い
ま
は
講
談
社
文
庫
に
は
い
っ

て
い
る
。

連
載
小
説
の
ほ
か
に
、
私
は
エ
ッ
セ
イ
も

『
歴
史
と
文
学
』
に
連
載
し
た
。
じ
つ
は
私
た

ち
の
会
は
、
毎
号
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
き
め
て
、

私
は
そ
れ
に
沿
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
か
き
、
ま
た

同
人
た
ち
が
そ
の
テ
ー
マ
で
座
談
会
を
す
る
の

で
あ
る
。

会
合
は
あ
と
の
ほ
う
で
、
「
つ
ぎ
は
な
に
を

テ
ー
マ
に
し
よ
う
か
？
」
と
い
う
話
に
な
る
。

「
ス
パ
イ
が
お
も
し
ろ
い
の
じ
ゃ
な
い
か
」

「
こ
の
あ
た
り
で
女
性
の
話
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
候
補
が
あ
が
り
、
「
じ
ゃ
、

ス
パ
イ
に
き
め
よ
う
」
と
結
論
が
出
る
。
つ
ぎ

の
会
ま
で
に
三
ヶ
月
あ
る
の
で
、
そ
の
あ
い
だ

心
が
け
て
座
談
会
に
そ
な
え
る
。
私
は
お
も
に

中
国
史
か
ら
ス
パ
イ
の
話
を
拾
い
あ
げ
て
、
エ
ッ

セ
イ
を
書
く
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
「
間
諜
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
文
章
は
、
こ
う
し
て

誕
生
し
た
も
の
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
エ
ッ
セ

イ
を
こ
こ
に
集
め
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
取
材
に
同
行
し
て
、

終
点
の
ロ
ー
マ
ま
で
行
っ
た
り
、
中
国
の
通
史

十
五
巻
『
中
国
の
歴
史
』
を
書
き
あ
げ
た
り
、

そ
れ
で
も
京
都
で
た
の
し
く
遊
ん
だ
歳
月
で
あ
っ

た
。観

光
と
は
景
色
を
観
る
こ
と
で
、
観
風
と
は

人
情
や
風
俗
を
観
る
こ
と
で
あ
る
。
画
人
は
も
っ

ぱ
ら
観
光
し
て
筆
を
ふ
る
い
、
文
人
は
観
風
し

て
筆
を
と
る
。
こ
こ
に
お
さ
め
た
エ
ッ
セ
イ
は

脈
絡
は
な
い
よ
う
だ
が
、
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
人

間
の
心
と
そ
の
表
現
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
一
月

陳
舜
臣

『季刊 歴史と文学』に連載した13編 『中国史随想 風を観る』

表 紙

『
風
を
観
る
』
「
あ
と
が
き
」
抜
粋
引
用

傍
線
、小
見
出
し
は
編
集
委
員
の
加
筆

知
力
・体
力
が
充
実
し
て
い
た
五
十
代

年
四
度
、京
都
で
の
楽
し
い
語
ら
い

「
風
を
観
る
」
と
は
人
情
や
風
俗
を
観
る
こ
と

『
風
を
観
る
』
の
十
三
編
は

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た



章 題　 各章内容 　　■はキーワード

第
一
章

長沙の王

長沙馬王堆漢墓は1972年から1974年にかけて発掘され、その一号墓から出土した棺から
「生けるが如き貴婦人(軑侯夫人)」の遺体が発見され話題になった。ここで、初代軑侯・利倉
とは、そして、利倉が補佐したと思われる初代長沙王・呉芮とはどのような人物だったのかを
『史記』、『漢書』などを繙き、陳舜臣さんの推察を交え詳述する　　■黥布　　項羽　　劉邦

第
二
章

漢帝国の后妃たち

「中国史で最も権力をふるった女性は、漢の呂后、唐の武則天、清の西太后の三人であろう」
とし、この章では呂后に言及する。1～3節では、呂后は、夫・劉邦が愛した戚夫人、更に、夫が
ほかの女性に産ませた皇子たちを死に追いやり、劉邦の意向でもあったというが、建国の功臣
を次々粛清した。4節では、漢の文帝の時代から説き起こし、武帝の2番目の皇后、衛子夫を中
心に記述する。衛子夫は、極めて低い出身ながら、武帝に見初められ皇后にまでなった。衛皇
后の弟・衛青及び甥・霍去病は共に匈奴を討った将軍として有名

第
三
章

仕えざる人々

歴代中国王朝にあって、「仕える」とは、官吏(わかりやすくいえば、官はエリート官僚で、吏はノ
ンキャリア組)となって、統治機構に参加することである。この章では、その逆、「仕えざる人々」
について記述する。①学問の在る人を「士」といい、まだ仕えない、仕えられない「士」を「処士」
というが、「仕えざる人々」のなかには、処士が多くいた(■処士横議)。②官吏に非ずんば人に
非ずという社会にあって、官にありながら、そこから外れる、外れようとする例外もあった。「帰り
なんいざ」の陶淵明のようなケース、父母を亡くした官吏が数年、職を退く「丁憂守制」(■林
則徐　　曾国藩)などである。その他、テーマから少しずれるが、「こまごました実務にたずさわっ
てきた吏がつくった」漢王朝について記述する

第
四
章

造反と帰順と

この章のキーワードは「悪党」である。悪党とは、威勢が強く、反体制か、もしくは体制の中枢か
ら遠いところにある人物、および彼に率いられた集団である。悪党が成功すれば、新王朝を創
始して、「至尊」の地位にのぼり、失敗すれば乱戦で殺されたり、叛徒として刑場の露と消える。
陳舜臣さんは、成功した悪党として、漢の劉邦、明の朱元璋をあげる。そして、「悪党」存在の条
件は、「食べていける」、自立できる経済的基盤を有することといい、まず、『水滸伝』の梁山泊
に言及する。梁山泊では、水郷地帯の運送業、漁師などを「なりわい」として、将兵、雑役、家族
など数万の人間を養ったという。『水滸伝』には、造反と帰順、二つの時期があるが、陳さんは、
帰順後の梁山泊が楠正成流の悪党にあたるという。あと、方臘の乱の方臘(ほうろう)、太平天
国などにふれ、最後、「悪党」の典型として方国珍について詳述する

2023.6.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.106 ＜ ２ ＞

『風を観る』 内容(1) 及び補足

『
風
を
観
る
』
の
初
出
は
、
『
季

刊

歴
史
と
文
学
』
第
15
巻(

一
九

七
六
年
秋
号)

～
第
26
巻(

一
九
七

九
年
夏
号)

、
第
29
巻(

一
九
八
〇

年
春
号)

で
す
。

そ
し
て
、
前
頁
で
取
り
上
げ
ま

し
た
『
風
を
観
る
』

「
あ
と
が
き
」
で
、

陳
舜
臣
さ
ん
が
、

『
歴
史
と
文
学
』

は
、
い
わ
ゆ
る
商

業
誌
で
は
な
い
の

で
、
売
れ
る
と
い

う
こ
と
を
考
慮
し

な
く
て
よ
か
っ
た
」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
と
お
り
、
収
録
作
品
は
ど

れ
も
、
高
名
な
学
者
、
評
論
家
、

作
家
を
念
頭
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ

イ
で
、
気
合
い
が
入
っ
た
骨
の
あ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
長
沙
の

馬
王
堆
漢
墓
の
こ
と
だ
な
と
す
ぐ

ま
お
う
た
い

わ
か
っ
た
。
発
見
当
時
の
報
道
が

頭
に
あ
り
、
一
九
九
三
年
、
私(

橘)

も
、
中
国
の
知
人
の
案
内
で
、
湖

南
省
博
物
館
を
参
観
、
「
生
け
る

が
如
き
貴
婦
人(

軑
侯
夫
人)

」
の

だ
い
こ
う

遺
体
を
見
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
第
一
章
「
長
沙
の
王
」

で
は
、
軑
侯
夫
人
や
遺
物
の
こ
と

に
は
ふ
れ
ら
れ
ず
、
初
代
軑
侯
・

利
倉
及
び
、
利
倉
が
補
佐
し
た
と

り
そ
う

思
わ
れ
る
初
代
長
沙
王
・
呉
芮
と

ご
ぜ
い

は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か

を
『
史
記
』
、
『
漢
書
』
な
ど
を

繙
き
、
陳
舜
臣
さ
ん
の
推
察
を
交

え
詳
述
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

表
紙
画
像
を
上
に
あ
げ
た
第
15

巻
に
「
長
沙
の
王
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

掲
載
誌
『
季
刊

歴
史
と
文
学
』

第
一
章
「
長
沙
の
王
」
補
足

右
の
画
像
は
第
15
巻
目
次
の
一
部

右
の
画
像
は
第
15
巻
の
表
紙



第
五
章

すきとかい

数寄と怪

数寄は日本の造語。 陳舜臣さんは、中国史上、最も大きなスケールでそれをやったのは北宋の
徽宗だという。彼は、数寄をこらしすぎて国をほろぼしてしまった。また、「奇異非常日怪」とし、
清の中葉、揚州を拠点に活躍した八人の怪(非正統、反正統)画家、「揚州八怪」に言及、支持
者、馬日琯、馬日潞兄弟も怪にかぞえてよいとする。ついで、陳さんは、揚州八怪の一人金農と
八怪の支持者馬兄弟を清の黄金期の数寄の代表者と見なす。こうなると、きちっと重なるか、ず
れるかは別にして、日本語の「数寄」と中国語の「怪」はダブル。あと、日本の「数寄」者、千利
休、本阿弥光悦、小堀遠州、北大路魯山人、清初の「怪」李漁、食道楽の「怪」燕枚に言及
■徽宗(きそう)の花石綱

第
六
章

間諜

孫武は、「彼を知り、己を知れば、百戦して殆(あやう)からず」と説き(『孫子』)、さらに、知る方
法は「用間」篇で、「頼るべきは、ただ人間による敵情報告である」としている。ここで、「間」とは
スパイのことである。「間諜」という語は、漢の時代に著わされた『淮南子』や『史記』に確認で
きる。あと、明代、永楽帝の時代にできた皇帝直属の特務機関「東廠」に言及し、続いて、西廠、
錦衣衛について記述する　■李牧　　王翦　　宦官　　魏忠賢　　鄭和　　藍衣社　　戴笠

第
七
章

人間鑑定家たち

1及び2節、春秋時代の秦の穆公はよく人物を鑑定し、家臣をはじめ、人の心を収攬するのにす
ぐれていた。しかし、彼が死んだとき、半ば強制で多数の殉死者を出した。『史記』はこれにつ
いて批判的記述を残している。3節、司馬遷が益州刺史任安に与えた返書、「任安少卿に与う
る書」に言及　4節では後漢の郭林宗について詳述。陳舜臣さんは、彼の人物評論に対し、毒
蛇や虎狼を恐れるように、あちこち逃げ道をつくっていると評価が低い。5節では、後漢末から
三国にかけての時代の許劭(きょしょう)をとりあげている。許劭は、「清平の姦賊、乱世の英雄」
と曹操の人物鑑定をしたとして有名　　■月旦(げつたん)

第
八
章

『三国志』を座右に
置いて

陳舜臣さんは、『秘本三国志』を1974年1月号～77年3月号、『オール讀物』に連載した。こ
の間、月末月初、座右に『三国志』と『資治通鑑』が置かれたという。1及び2節では、『三国
志』の、いわゆる『魏志倭人伝』に関連し、「邪馬臺国」か「邪馬壹国」か、蘊蓄が語られる。3
節、地名比定について、文字の次は音である。この節は興味深い。「『唐詩選』などの古い詩を
現在の北京語で詠みあげてもあまりかんじは出ないのである」。陳さんの中国語古代音につい
ての記述は、『弥縫録』「青天の霹靂」にもある(本通信No.103)
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「
間
諜
」
か
ら
抜
粋
引
用
し
ま
す
。

永
楽
帝
は
「
東
廠
」
を
設
け
た
。

と
う
し
ょ
う

皇
帝
直
属
の
特
務
機
関
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
永
楽
帝
は
こ
の
東
廠
の
長
官

に
、
宦
官
を
あ
て
た
。

か
ん
が
ん

永
楽
帝
が
東
廠
を
設
置
し
て
以
来
、

と
き
に
西
廠
が
設
け
ら
れ
た
り
、
内

廠
、
外
廠
と
称
さ
れ
た
時
代
も
あ
り
、

短
期
間
だ
が
、
廃
止
さ
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
。

『
明
史
』
刑
法
志
に
、

専
以
酷
虐
鉗
中
外
、
而
廠
衛

之
毒
極
矣
。

と
総
括
し
て
い
る
。
廠
と
衛
の
毒

の
極
ま
れ
る
も
の
と
あ
る
が
、
廠
は

東
廠
の
こ
と
で
あ
り
、
衛
と
は
錦
衣

衛
の
こ
と
だ
っ
た
。
東
廠
が
特
務
機

関
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
錦
衣
衛
は
近

衛
軍
兼
憲
兵
隊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
錦
衣
衛
は
宦
官
の
職
で
は

な
い
。
皇
族
の
縁
者
、
国
家
元
勲
の

子
孫
な
ど
、
い
わ
ば
貴
族
の
子
弟

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
や
皇

后
の
護
衛
を
も
任
務
と
し
て
い
た
。

明
朝
第
九
代
成
化
帝
の
十
四
年

の
北
京
を
舞
台
に
描
く
、
二
〇
二

〇
年
の
中
国
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
成

化
十
四
年

都
に
咲
く
秘
密
』
は

非
常
に
よ
く
で
き
た
作
品
で
す
。

【
主
な
登
場
人
物
】

●
唐
泛/

都
の
行
政
機
関
順
天
府
の
役

と
う
は
ん

人
。
民
事
・
刑
事
訴
訟
を
取
り
扱
う

推
官
。
従
六
品
。
類
ま
れ
な
推
理
力
を

す
い
か
ん

発
揮
、
事
件
を
解
く

●
隋

州/

大
叔
母
が
皇
太
后
。
武
術

ず
い
し
ゅ
う

に
た
け
る
錦
衣
衛
北
鎮
撫
司
総
旗

※
錦
衣
衛
の
長
は
都
指
揮
使
。
総
旗

は
そ
の
部
下

唐
泛
、
隋
州
の
二
人
が
タ
ッ
グ
を

組
み
事
件
に
挑
む

●
汪

植/

宦
官
。
敵
か
味
方
か
気
に

お
う
し
ょ
く

な
る
西
廠
の
長
。
こ
の
時
代
、
皇
帝

の
信
頼
は
東
廠
よ
り
上

●
尚
明/

宦
官
。
東
廠
の
長
。
西
廠
の

汪
植
を
目
の
敵
に
す
る

こ
の
ド
ラ
マ
に
は
、
第
六
章
「
間

諜
」
記
述
の
「
東
廠
」
、
「
西
廠
」
、

「
錦
衣
衛
」
な
ど
の
ほ
か
、
第
十
一

章
「
日
本
刀
と
馬
」
に
記
述
の
あ
る
、

オ
イ
ラ
ー
ト
や
馬
市
の
こ
と
も
絡
ん

で
き
ま
す
。

第
第
六
章
「
間
諜
」
補
足

『風を観る』 内容(2) 及び補足 ■はキーワード

手
前
が
唐
泛
、後
ろ
が
隋
州

『
成
化
十
四
年
都
に
咲
く
秘
密
』



第
九
章

『李自成』を
めぐって

「二週間ばかりのアメリカ旅行に、北京から送ってもらった姚雪垠(ようせつこん)の『李自成』を
たずさえて行くことにした」という記述ではじまる。該書は文革以後はじめて書店にならべられ
た本格的長篇歴史小説で、1982年、弟・陳謙臣との共訳で、『叛旗ー小説李自成(上)(下)』
として講談社から出版された。陳舜臣さんの数少ない翻訳本である　■『風よ雲よ』

第
十
章

旅の話

この章の題の「旅」とは、陳舜臣さんご自身の旅という意味。陳さんは1978年の8月末から9
月にかけて広西省への旅をされた。旅の一番の目的は、『中国やきもの紀行　景徳鎮の旅』の
取材であった。まず、北京から武漢、長沙経由で南昌まで三十六時間、列車の旅をし、南昌か
ら車で景徳鎮へ。そのあと、廬山を訪れた。この度の途次、太平天国軍が武漢の長江にかけた
「浮橋」に言及し、廬山では白居易を連想　■中国裏社会のシンジケート、紅幚・青幚

第
十
一
章

日本刀と馬

特に明代、中国は日本から刀剣を買い(勘合貿易)、モンゴル族から馬を買っていた。日本の刀
剣、モンゴルの馬、ともに進貢の形をとっていたが、明にとっては大きな財政負担であった。しか
し、倭寇を抑え、モンゴル軍の南下を阻む懐柔策でもあった
■和蕃公主　　澶淵(せんえん)の盟　　オイラート　　土木の変

第
十
二
章

聖火をささげて

題名「聖火をささげて」は、ゾロアスター教の信仰を護ってという意味。ゾロアスター教を国教と
するササン朝ペルシャは642年、アラブ･イスラム軍団にネハーヴァンドに敗れ、やがて滅亡し
た。ゾロアスター教のことを、中国では「祆教」というが、祆教は、すでに南北朝のころから、陸

路、主に北朝の北斉や北周に伝わっていた。これは、ササン朝滅亡以前のことである。広州、海
南島ほか、中国南方のペルシャ人は、もちろん海路によったのであろうが、陸路の人たちより、
遅れて来たと思われる。グジャラート地方ほか、インドに移り住んだペルシャ人はパルシィーと呼
ばれるが、あと、パルシィー族について詳述される

第
十
三
章

インド旅行にて

陳舜臣さんは、『季刊 歴史と文学』に『インド三国志』を、舞台を見ずに執筆、連載された。
1979年12月、インドへ旅行して、自分の書いた小説の舞台を、初めて見ることになる。そして、
「インドを見ていなかったわりには、かなりうまくイメージをとらえていたと、手前味噌ながら、いさ
さか感心したほどである。ただ、シャー･ジャハーンがとじこめられていた場所は、思っていたより
ずっと明るいところだった」とおっしゃっている

2023.6.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.106 ＜ ４ ＞

姚
雪
垠
著
『
李
自
成
』
第
一
巻
は
、
一

よ
う
せ
つ
こ
ん

九
八
二
年
、
弟
・
陳
謙
臣
と
の
共
訳
で
、

『
叛
旗
ー
小
説
李
自
成(

上)
(

下)

』
と
し

て
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
第
20
回
日
本

翻
訳
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

姚
雪
垠
『
李
自
成
』
は
、
前
掲
書
の
徳

間
文
庫
版
刊
行
時(

一
九
九
二
年)

、
す
で

に
、
第
一
巻(

二
分
冊)

、
第
二
巻(

三
分

冊)

、
第
三
巻(

三
分
冊)

ま
で
出
版
さ
れ
、

第
五
巻
は
初
稿
が
完
成
し
て
い
た(

第
四

巻
は
未
執
筆)

。

こ
の
時
、
氏
は
八
十
二
歳
と
い
う
高
齢

だ
っ
た
の
で
、
陳
舜
臣
さ
ん
は
、
文
庫
版

の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
、
全
五
巻
の

「
一
日
も
早
い
完
成
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

維
基
百
科
な
ど
で
調
べ
て
み
た
が
、

『
李
自
成
』
の
、
以
後
の
執
筆
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
陳
舜
臣
・

謙
臣
ご
兄
弟
の
第
二
巻
以
後
の
翻
訳
も
な

い
。

講
談
社
文
庫
版
『
イ
ン
ド
三
国
志
』
か

ら
抜
粋
引
用
し
ま
す
。

シ
ャ
ー･

ジ
ャ
ハ
ー
ン
帝
は(

ア
ウ
ラ
ン

グ
ゼ
ー
ブ
に)

屈
服
し
、
ア
グ
ラ
城
の
一

室
に
死
ぬ
ま
で
幽
閉
さ
れ
た
。

息
子
に
強
い
ら
れ
た
こ
の
退
位
は1

6
58

年
の
こ
と
で
、
シ
ャ
ー･

ジ
ャ
ハ
ー
ン
の

死
は1

66
6

年
で
あ
る
。

ア
グ
ラ
城
の
彼
の
部
屋
か
ら
は
、
最
愛

の
妻
を
葬
っ
た
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
が
見
え

る
。
月
夜
に
夢
の
よ
う
に
か
が
や
く
ド
ー

ム
が
廃
帝
の
心
を
ど
れ
ほ
ど
揺
り
う
ご
か

し
た
で
あ
ろ
う
か
。
娘
の
ジ
ェ
ハ
ナ
ラ
・

ベ
ガ
ム
に
看
護
さ
れ
、
八
年
の
幽
閉
生
活

の
幕
を
閉
じ
て
、
彼
は
妻
の
ね
む
る
そ
の

タ
ー
ジ･

マ
ハ
ル
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(p
.5
1)

第
九
章
「
『
李
自
成
』
を
め
ぐ
っ
て
」
補
足

手前アグラ城、遠くにタージ・マハルが見える

『風を観る』 内容(3) 及び補足 ■はキーワード

講
談
社
版
『
叛
旗
小
説
李
自
成
上
』
表
紙

第
十
三
章
「
『
イ
ン
ド
旅
行
に
て
』
補
足

robakikaku.comより


